
カルピスとニッポンエール
「国産ミルク＆カルピス」新発売
（営業開発部・酪農部）

ブラウブリッツ秋田選手とスクール生が
稲刈り（秋田県本部）

11月に「第40 回全農酪農経営体験
発表会」（酪農部）

ブランドヒストリー
徳島県を代表する特産品「なると金時」
関係機関が協力し、ブランド力アップに
向け活動を展開（徳島県本部）

ＪＡズームイン（ＪＡ鳥取西部・鳥取）

全農直営飲食店舗で
「長野県産りんご三兄弟フェア」を開催
（長野県本部・園芸部・フードマーケット事業部）

「JA全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　全農ライフサポート山形

6-7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4

8

Web
限定

「第６９回山梨県農業まつり」に出展
（山梨県本部）

岐阜県産果物を使ったドライフルーツを
無印良品で販売（岐阜県本部）

あぐラボとスタートアップ企業20社が
農業weekに出展（経営企画部）

2

3

全農グループの事業や畜産資材などを紹介した特設ブース（２面）

和牛全共で全農グループの事業を紹介
パネルを使った説明で生産者に畜産資材もＰＲ

ＭＶＰに選ばれたサッカーJ2ブラウブリッツ秋田
の青木翔大選手へ「あきたこまち」を贈呈（３面）

ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
と
の
初
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
商
品「
国
産
ミ
ル
ク

&
カ
ル
ピ
ス
」新
発
売（
２
面
）

2
面

（畜産生産部）

食
料
へ
の
権
利
と
農
業（
4
）

個
人
や
家
庭
の
目
線
で
考
え
た
い
食
料
・
農
業

持
続
可
能
性
への
意
識
高
ま
り 
有
機
農
産
物
が
人
気
に

共
同
通
信
ア
グ
リ
ラ
ボ
所
長
　石
井
勇
人

5

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから
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News!

News!

和牛全共で全農グループの事業を紹介

カルピスとニッポンエール「国産ミルク＆カルピス」新発売

パネルを使った説明で生産者に畜産資材もPR

アサヒ飲料㈱とコラボ、酪農家を応援

畜産生産部

営業開発部・酪農部

　
全
農
は
10
月
6
〜
10
日
、鹿
児
島
県
の
霧
島
市
と
南
九
州
市
で
開
催

さ
れ
た
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

来
場
し
た
生
産
者
や
関
係
者
、一
般
消
費
者
に
和
牛
生
産
か
ら
食
肉
販

売
に
至
る
各
分
野
で
の
全
農
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
を
直
接
ア
ピ
ー

ル
。多
く
の
人
が
ブ
ー
ス
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
全
農
と
ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
の
初
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品「
国
産
ミ

ル
ク
&
カ
ル
ピ
ス
」が
、11
月
1
日
よ
り
ア
サ
ヒ
飲
料
か
ら
全
国
で
発

売
さ
れ
ま
す
。

　
特
設
ブ
ー
ス
で
は
、
全
農
グ

ル
ー
プ
が
取
り
組
む
事
業
や
取

り
扱
う
畜
産
資
材
を
パ
ネ
ル
で

紹
介
。中
で
も
配
合
飼
料
事
業
に

関
す
る
展
示
で
は
、全
農
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
飼
料
原
料
の
調
達
か

ら
畜
産
物
の
流
通
販
売
に
至
る

ま
で
の
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
図
や

写
真
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
安
定
的
な
飼
料
供
給
機

能
を
担
う
全
農
独
自
の
海
外
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
訪
れ
た
人

に
伝
え
ま
し
た
。

　
こ
の
商
品
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
業
務

用
の
需
要
減
少
な
ど
か
ら
生
じ

る
牛
乳
の
余
剰
問
題
に
対
し
、

消
費
拡
大
を
応
援
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
発
売
し
ま
す
。

　
国
産
の
乳
原
料
か
ら
作
ら
れ

て
い
る「
カ
ル
ピ
ス
」に
国
産
牛

乳
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

「
カ
ル
ピ
ス
」の
甘
ず
っ
ぱ
さ

と
国
産
牛
乳
の
コ
ク
が
混
ざ
り

合
っ
た
や
さ
し
い
味
わ
い
が
特

長
で
、
商
品
名
の
下
に
、
牛
の

イ
ラ
ス
ト
を
あ
し
ら
う
こ
と
で

牛
乳
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

　
そ
の
他
、
全
農
の
研
究
所
が

開
発
し
た
新
し
い
飼
料
や
資
材

を
生
産
者
に
パ
ネ
ル
を
使
っ
て

説
明
し
ま
し
た
。担
当
者
は「
全

共
は
5
年
に
1
回
の
貴
重
な
機

会
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
で

P
R
で
き
て
光
栄
で
す
。
高
校

生
ら
こ
れ
か
ら
の
畜
産
を
支
え

る
世
代
に
も
、
全
農
の
こ
と
を

少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。日
本
の
畜
産
を
一
緒
に
盛
り

上
げ
て
い
け
る
よ
う
な
関
係
性

を
築
き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
長

く
続
け
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
」と

話
し
ま
し
た
。

表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上

部
に「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
」の
ロ

ゴ
を
配
置
す
る
こ
と
で
ア
サ
ヒ

飲
料
と
と
も
に
酪
農
家
を
応
援

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま

す
。

　
１
０
０
年
以
上
受
け
継
い
で

き
た
乳
酸
菌
と
酵
母
、
発
酵
と

い
う
自
然
製
法
か
ら
生
ま
れ
た

「
カ
ル
ピ
ス
」と「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー

ル
」の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品

と
し
て
発
売
す
る
こ
と
で
、
市

場
の
活
性
化
と
と
も
に
国
産
牛

乳
の
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

全農グループの事業や畜産資材などを紹介した
特設ブース

畜産資材をパネルで紹介

「
国
産
ミ
ル
ク
＆
カ
ル
ピ
ス
」1
7
2・8
円（
税
込
み
）

※「
カ
ル
ピ
ス
」「
C
A
L
P
I
S
」は

　

ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
の
登
録
商
標
で
す
。
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News!

ブラウブリッツ秋田選手とスクール生が稲刈り
収穫したお米はホームゲームで両チームへ贈呈 秋田県本部

　
秋
田
県
本
部
は
サ
ッ
カ
ー
J
2
リ
ー
グ「
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
」

と
の
共
同
企
画「
元
気
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
、春
に
田

植
え
を
行
っ
た
田
ん
ぼ
の
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。収
穫
し
た
お
米
は
、

「
J
A
全
農
あ
き
た
P
r
e
s
e
n
t
s
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
」で
両
チ
ー
ム
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
」を
目
的
に
実
施
し
て

お
り
、
今
年
で
8
年
目
に
な
り

ま
す
。

　
10
月
1
日
に
実
施
し
た
稲
刈

り
に
は
、
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋

田
の
ス
ク
ー
ル
生
9
人
と
江
口

直
生
選
手
、
普
光
院
誠
選
手
が

参
加
し
、「
あ
き
た
こ
ま
ち
」の

稲
を
手
で
刈
り
取
り
ま
し
た
。

は
じ
め
は
不
慣
れ
な
作
業
に
苦

戦
し
て
い
た
ス
ク
ー
ル
生
も
作

業
を
進
め
る
う
ち
に
こ
つ
を
つ

か
み
、
元
気
に
笑
顔
で
稲
を
刈

り
取
り
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

は
10
月
8
日
、
秋
田
県
本
部
が

マ
ッ
チ
ス
ポ
ン
サ
ー
を
務
め
た

J
2
リ
ー
グ「
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ

ツ
秋
田
V
S
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
千
葉
」戦
で
両
チ
ー
ム
へ

各
1
5
0
㌔
贈
呈
し
ま
し
た
。

ま
た
、
見
事
勝
利
を
収
め
た
ブ

ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の
青
木
翔

大
選
手
に
は
M
V
P
と
し
て
60

㌔
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
来
場
者
先
着

2
0
0
0
人
に
新
米
の
秋
田
県

産「
あ
き
た
こ
ま
ち
」と
オ
リ
ジ

ナ
ル
マ
ス
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
ほ
か
、
販
売
ブ
ー
ス
で
の
県

産
農
畜
産
物
の
販
売
・
P
R
、

米
俵
の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

笑
顔
で
稲
刈
り
を
す
る
普
光
院
選
手
と

ス
ク
ー
ル
生

News!

11月に「第40回全農酪農経営体験発表会」
「全農学生『酪農の夢』コンクール」の表彰式も併催 酪農部

　
酪
農
部
は
11
月
25
日
、「
第
40
回
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
」を
開

催
し
ま
す
。

　
こ
の
発
表
会
は
全
国
か
ら
選

ば
れ
た
優
秀
な
酪
農
経
営
者
に
、

経
営
内
容
や
技
術
を
自
ら
の
体

験
を
踏
ま
え
て
発
表
し
て
も
ら

う
も
の
で
す
。今
年
は
日
経
ホ
ー

ル（
東
京
・
大
手
町
）で
の
実
開

催
に
加
え
、Y
o
u
T
u
b
e 

L
i
v
e
放
送
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
形
式
で
開
催
し
ま
す
。

　
第
40
回
発
表
会
で
は
、厳
正
な

審
査
を
通
過
し
た
北
海
道
の
浦

部
雄
一
さ
ん
、福
島
県
の
佐
久
間

哲
次
さ
ん
、群
馬
県
の
石
原
玄
明

さ
ん
、
神
奈
川
県
の
福
田
努
さ

ん
、香
川
県
の
広
野
豊
さ
ん
、熊

本
県
の
桐
原
将
文
さ
ん
の
6
人

が
、優
れ
た
経
営
・
技
術
を
発
表

し
ま
す
。

　
今
年
は
節
目
と
な
る
第
40
回

の
記
念
企
画
と
し
て
酪
農
家
の

方
々
か
ら
酪
農
の
未
来
に
む
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　
ま
た
併
催
企
画
と
し
て
、酪
農

の
将
来
を
担
う
学
生
を
対
象
と

し
た「
第
16
回
全
農
学
生『
酪
農

の
夢
』コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰
式

を
行
う
と
共
に
、発
表
会
に
参
加

す
る
酪
農
家
と
学
生
と
の
座
談

会
も
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
の
発
表
や
表
彰
式
は

Y
o
u
T
u
b
e 

L
i
v
e
で

配
信
し
ま
す
。参
加
・
閲
覧
希
望

の
方
は
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

来場・視聴申し込み
はこちら

締切：11月18日（金）
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市
・
板
野
郡
の
砂
地
畑
で
生
産
さ
れ
る

「
高
系
14
号
」か
ら
選
抜
育
種
さ
れ
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を「
な
る
と
金
時
」と
し
て
地

域
団
体
商
標
を
取
得
し
ま
し
た
。
ブ
ラ

ン
ド
品
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
で
、

他
産
地
と
の
差
別
化
を
図
り
、
付
加
価

値
を
高
め
る
と
と
も
に
、
生
産
意
欲
の

高
揚
と
品
質
の
維
持
・
向
上
を
図
って
い

ま
す
。

　
徳
島
県
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、Ｊ
Ａ・
全
農

を
通
し
て
市
場
流
通
さ
れ
る
割
合
が
高

く
、
青
果
出
荷
の
比
率
が
高
い
こ
と
が

特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
徴
を
生

か
し
、
県
・Ｊ
Ａ・
全
農
・
徳
島
県
甘

藷
消
費
拡
大
協
議
会
は
、「
な
る
と
金

時
」の
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
向
け
て
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
安
全
・
安
心
な

「
な
る
と
金
時
」の
生
産
と
品
質
本
位
の

出
荷
に
取
り
組
み
、
あ
わ
せ
て
的
確
な

生
産
出
荷
情
報
の
発
信
、
積
極
的
な
消

費
宣
伝
活
動
を
展
開
し
、
販
路
拡
大
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

炭
殻
を
敷
き
、
そ
の
上
に
周
辺
の
海
岸

部
か
ら
の
砂
を
客
土
と
し
て
で
き
た
砂

地
畑
で
栽
培
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
に
は
鳴
門
市
を
中
心
に

近
隣
の
徳
島
市
、
松
茂
町
、
北
島
町
を

含
む
２
市
２
町
で
現
在
の
約
1
0
0
0

㌶
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
２
市

２
町
の
砂
地
畑
で
生
産
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ

モ
が「
な
る
と
金
時
」の
名
前
で
、
関
西

を
は
じ
め
、
関
東
・
中
国
地
方
ま
で
広

く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
栽
培
作
型
は
、
２
月
に
ハ
ウ
ス

内
で
苗
を
定
植
し
、
育
苗
し
ま
す
。
本

ぽ
で
は
３
月
中
に
畝
立
て
マ
ル
チ
・
土
壌

消
毒
を
行
い
、
４
月
上
旬
か
ら
６
月
中

旬
に
か
け
て
挿
し
苗
を
し
ま
す
。
７
月

下
旬
か
ら
11
月
に
か
け
て
収
穫
作
業
が

行
わ
れ
ま
す
。
９
月
以
降
に
定
温
貯
蔵

し
た
も
の
を
、
翌
年
５
月
末
ご
ろ
ま
で

出
荷
し
ま
す
。

　
２
０
０
７
年
度
に
、
鳴
門
市
・
徳
島

う
ね

　「
な
る
と
金
時
」の
歴
史
は
古
く
、
主

産
地
で
あ
る
鳴
門
市
の
海
岸
部
で
は
、

明
治
前
期
に
は
2
6
5
㌶
の
栽
培
面
積

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
の
初
め

に
、
鳴
門
市
里
浦
出
身
の
西
上
国
蔵
が
、

長
崎
県
大
村
か
ら
来
た
船
に
荷
積
み
さ

れ
て
い
た
サ
ツ
マ
イ
モ（
源
氏
系
統
）の
中

か
ら
優
良
な
系
統
を
選
び
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
が「
撫
養
い
も
」と
呼
ば
れ
、

関
西
で
好
評
を
得
て
産
地
と
し
て
の
名

声
が
上
が
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
鳴
門
地
方
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
そ
れ
以

降
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
塩
害

で
作
物
が
で
き
な
か
っ
た
低
湿
地
に
、
製

塩
業
で
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
石

ブ
ラ
ン
ド
ヒス
ト
リ
ー
12

砂地畑で生産される「なると金時」

７月下旬から１１月にかけての収穫作業

件名に「ブランドヒストリープレ
ゼント」、本文に郵便番号、住所、氏名、
年齢、所属JA、電話番号、JA全農ウィー
クリーの感想をご記入の上、メールでご応
募ください。

※応募者多数の場合は抽選で当選者を決定いたします。
　また、当選の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送にのみ使用いたします。

zz_zk_zennohweekly@zennoh.or.jp

２０２２年11月11日（金）23時59分

徳島県産「なると金時」の「里むすめ」（５㌔）を5名様にプレゼントします。

応募方法 応募先

締め切り

「
な
る
と
金
時
」の
沿
革

　
き
め
細
か
く
美
し
い
外
見
と
上
質
な
甘
み
を
兼
ね
備
え
た
、
徳
島
県
産
ブ
ラ
ン

ド
サ
ツ
マ
イ
モ「
な
る
と
金
時
」。
徳
島
県
北
東
部
の
温
暖
で
乾
燥
し
た
瀬
戸
内
式

気
候
の
中
、
水
は
け
が
良
く
通
気
性
の
良
い
砂
地
畑
で
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
徳
島
県
の
サ
ツ
マ
イ
モ
生
産
量
は
、
全
国
５
位
で
す
。 

　
　  【
徳
島
県
本
部
】

箱詰めした特産「なると金時」

栽
培
と
今
後
に
つ
い
て

徳
島
県
を
代
表
す
る
特
産
品「
な
る
と
金
時
」

関
係
機
関
が
協
力
し
、ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
向
け
活
動
を
展
開

む
　
や

JA
 Z

ennoh W
eekly

特　

  

集
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JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン ＪＡ鳥取西部

（鳥取県）

概要 2022 年１月３１日現在

正組合員数　　　　 　1万4110人
准組合員数　　　　 　1万2128人
職員数                       497人
販売品取扱高           107億2千万円
購買品取扱高          62億8千万円
貯金残高  　         2152億6千万円
長期共済保有高     5724億8千万円
主な農産物　　　　　  水稲、白ネギ、
　ブロッコリー、トマト、ニンジン、花き類、
　梨、柿、和牛

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
情
報
発
信

直
売
所
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
獲
得
も

　

広
報
活
動
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

J
A
発
足
か
ら
20

年
以
上
発
行
し
て

い
る
組
合
員
向
け

広
報
誌「
そ
よ
か

ぜ
」を
中
心
に
、一

般
地
域
住
民
向
け

の
タ
ブ
ロ
イ
ド
判

「
そ
よ
か
ぜ
ぷ
ら

す
」、
若
者
や
主
婦

向
け
の
冊
子「
そ

よ
か
ぜ
マ
ガ
ジ

ン
」を
、そ
れ
ぞ
れ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合

わ
せ
た
内
容
や
デ

ザ
イ
ン
で
作
成
し

て
い
ま
す
。

た
砂
丘
地
か
ら
中
国
地
方
の
秀

峰「
大
山
」な
ど
の
中
山
間
地
が

あ
り
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
や

気
候
な
ど
風
土
を
生
か
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
農
畜
産
業
が
盛
ん
で

す
。

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、
特
売
チ
ラ

シ
な
ど
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
発
信
す
る
こ
と
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
誘
導
に
も

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登

録
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ク
ー
ポ

ン
な
ど
が
抽
選
で
当
た
る
企
画

や
、J
A
の
Y
o
u
T
u
b
e

と
連
動
し
た
動
画
レ
シ
ピ
紹
介

な
ど
も
行
い
、
よ
り
身
近
で
便

利
な
直
売
所
と
し
て
さ
ら
な
る

J
A
フ
ァ
ン
の
獲
得
も
期
待
し

て
い
ま
す
。10
月
に
は
登
録
者
数

7
0
0
人
を
超
え
、
23
年
に
は

登
録
者
1
0
0
0
人
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

兵
庫
県

広
島
県

島
根
県

岡山県

鳥取県

　
J
A
鳥
取
西
部
は
鳥
取
県
西

部
に
位
置
し
、米
子
市
、境
港
市
、

大
山
町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、
日

南
町
、
日
野
町
、
江
府
町
、
日
吉

津
村
の
2
市
6
町
1
村
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
海
に
面
し

　

紙
面
で
の
情
報
発
信
と
合

わ
せ
て
、
将
来
を
見
据
え
た

S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信
の
強

化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

J
A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
直
売

所
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
、

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル

な
ど
内
容
を
充
実
さ
せ
、
そ
れ

を
拡
散
力
の
高
い
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
発
信
。
紙
メ
デ
ィ
ア
に
も
二

次
元
コ
ー
ド
を
積
極
的
に
入
れ
、

紙
か
ら
ネ
ッ
ト
に
誘
導
す
る
ク

ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
2
年
2
月
か
ら
は

J
A
直
売
所「
ふ
れ
あ
い
村
ア

ス
パ
ル
」の
L
I
N
E
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。直

売
所
に
並
ぶ
旬
の
農
畜
産
物
、

ＪＡ直売所「ふれあい村アスパル」のＬＩＮＥでレシピ動画も配信

ターゲットに合わせた広報誌「そよかぜ」「そよかぜぷらす」「そよかぜ
マガジン」

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ

多
様
な
広
報
誌
を
発
行

紙
か
ら
ネ
ッ
ト
へ

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
戦
略

JA鳥取西部
HPはこちら

JA鳥取西部の
YouTube
はこちら
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安
全
・
安
心
だ
け
で
な
く
、
持
続
可
能
性
に

対
す
る
意
識
の
高
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

日
本
の
動
き
は
欧
米
な
ど
と
比
べ
る
と
大
き

く
遅
れ
て
い
ま
す
。
良
い
食
材
を
手
に
入
れ

た
い
消
費
者
の
思
い
が「
権
利
」と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　
国
際
的
に
は
、
1
9
9
6
年
の
世
界
食

連
載 

食
料
へ
の
権
利
と
農
業

共
同
通
信
ア
グ
リ
ラ
ボ
所
長

　石
井
勇
人

個
人
や
家
庭
の
目
線
で
考
え
た
い
食
料・農
業

持
続
可
能
性
へ
の
意
識
高
ま
り

有
機
農
産
物
が
人
気
に

　
早
朝
の
開
店
と
同
時
に
、
野
菜
め
が
け
て

ダ
ッ
シ
ュ
―
―
こ
ん
な「
争
奪
戦
」が
毎
週
繰
り

広
げ
ら
れ
る
市
場
が
あ
り
ま
す
。
有
機
農
産

物
に
特
化
し
た「
オ
ア
シ
ス
21 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
朝
市
村
」（
名
古
屋
市
）で
す
。

　「
売
り
切
れ
御
免
」の
た
め
、
開
店
前
か
ら

40
〜
50
人
が
入
り
口
に
並
び
ま
す
。
会
場
は

繁
華
街
の
栄
の
中
心
部
。
地
下
鉄
で
来
場
す

る
人
も
多
く
、
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
持
参
す

る
人
も
目
立
ち
ま
す
。

　
愛
知
、
岐
阜
、
長
野
、
静
岡
、
三
重
の
5

県
か
ら
メ
ン
バ
ー
60
戸
の
う
ち
、
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
農
産
物
が
そ
ろ
う
農
家
12
〜
25
戸
が
参

加
。
直
接
対
面
販
売
し
、
栽
培
方
法
な
ど
を

消
費
者
に
説
明
す
る
こ
と
が
出
店
条
件
で
す
。

生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。
も
う
一
つ
の
特
長
は
、「
有
機
で
の
新

規
就
農
相
談
コ
ー
ナ
ー
」が
併
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
朝
市
村
の
農
家
で
研

修
を
受
け
た
40
人
が
新
規
就
農
し
ま
し
た
。

　
朝
市
村
が
誕
生
し
た
の
は
2
0
0
4
年
。

出
店
農
家
10
戸
、
来
客
1
0
0
人
程
度
で

隔
週
開
催
で
し
た
が
、
現
在
は
毎
週
土
曜
の

午
前
８
時
半
か
ら
11
時
半
ま
で
の
定
期
開
催

で
約
5
0
0
〜
6
0
0
人
が
訪
れ
ま
す
。「
こ

ん
な
に
大
き
く
育
つ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」と

〝
村
長
〞の
吉
野
隆
子
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
名
古
屋
代
表
。

　
有
機
農
産
物
の
人
気
の
背
景
に
は
、
食
の

4

　
現
地
事
例
や
識
者
の
見
解
を
も
と
に
、「
食
料
へ
の
権
利
と
農
業
」に
は
何
が
必
要

か
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
。
第
４
回
は
共
同
通
信
ア
グ
リ
ラ
ボ
所
長
の
石
井
勇
人
さ
ん

と
、
個
人
や
家
庭
の
目
線
で
食
料
・
農
業
を
考
え
ま
す
。

名
古
屋
の
繁
華
街
で
成
長
し
た

有
機
農
産
物
の
朝
市
村

工
業
的
農
業
か
ら
生
態
系
を
維
持
発
展
す
る
シ
ス
テ
ム
へ

関
根
佳
恵
愛
知
学
院
大
学
教
授
に
聞
く

オアシス21 オーガニックファーマーズ朝市（名古屋市栄）の開店同時にダッシュする来場者（2022年
10月1日、筆者撮影）

―
規
模
拡
大
や
企
業
の
参
入
、
貿
易
自

由
化
や
規
制
緩
和
で
効
率
的
な
農
業
経
営

を
目
指
す
政
府
の
農
業
政
策
を
ど
う
評
価

し
ま
す
か
。

　
国
際
的
な
潮
流
と
し
て
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
S
D
G
s
）、
小
規
模
農
業
・

家
族
農
業
へ
の
支
援
、
生
態
系
と
調
和
し

た
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー（
農
業
生
態
学
・
生

態
農
業
）の
促
進
、
伝
統
的
な
技
術
の
再
評

価
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
2
1
年

9
月
の
国
連
食
料
シ
ス
テ
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

多
国
籍
企
業
が
食
料
安
全
保
障
を
実
現
す

る
た
め
に
、
精
密
農
業
、
デ
ー
タ
収
集
、
ゲ

ノ
ム
編
集
な
ど
遺
伝
子
工
学
の
重
要
性
を

強
調
し
た
の
に
対
し
、
市
民
団
体
や
科
学

者
ら
が
反
対
声
明
を
出
し
、
多
国
籍
企
業

主
導
の
工
業
的
ス
マ
ー
ト
農
業
を
批
判
し
ま

し
た
。

―
飢
餓
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
効
率

的
な
農
業
で
増
産
す
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
は
。

　
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
が
非
効
率
的
だ
と
い

う
の
は
誤
解
で
す
。
生
産
性
を「
労
働
生
産

性
」
と「
土
地
生
産
性
」だ
け
で
評
価
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、「
資
源
投
入
」
と「
社

会
性
」を
尺
度
に
加
え
て
評
価
す
る
と
、
工

業
的
な
農
業
の
生
産
性
が
高
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
し
、
雇
用
創
出
、

地
域
の
生
活
条
件
の
改
善
の
面
で
も
優
れ
て

い
ま
す
。
資
源
を
浪
費
す
る
工
業
的
農
業

か
ら
、
生
態
系
を
維
持
発
展
す
る
シ
ス
テ
ム

へ
の
転
換
こ
そ
、
持
続
可
能
な
農
と
食
の
あ

り
方
で
す
。
ま
た
、
国
際
的
な
実
証
実
験

か
ら
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
土
地
生
産
性

は
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

―
日
本
で
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
普
及
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
有
機
農
産
物
の
直
売
と
新
規
就
農
相
談

の
接
点
と
な
っ
て
い
る
名
古
屋
市
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
朝
市
村
や
、
小
規
模

農
家
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
愛
知
県

豊
田
市
と
J
A
あ
い
ち
豊
田
の「
農
ラ
イ
フ

創
生
セ
ン
タ
ー
」、
石
川
県
羽
咋
市
と
J
A

は
く
い
の「
の
と
里
山
農
業
塾
」、
学
校
給

食
の
食
材
の
有
機
化
を
推
進
す
る
千
葉
県

い
す
み
市
な
ど
、
各
地
で
地
に
足
が
着
い
た

活
動
が
続
々
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
の
オ
ラ
ン
ド
政
権
は
2
0
1
4
年
に「
農

業
、
食
料
及
び
森
林
の
将
来
の
た
め
の
法

律
」を
制
定
し
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
推

進
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
マ
ク
ロ

ン
政
権
も
こ
の
方
針
を
踏
襲
し
、
農
業
省

を「
農
業
・
食
料
主
権
省
」に
改
め
、
食
や

農
の
あ
り
方
を
当
事
者
が
自
分
で
決
め
る

「
権
利
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
姿
勢
を
明
確

に
し
ま
し
た
。
日
本
で
も「
食
料
へ
の
権
利
」

や「
食
料
主
権
」が
幅
広
く
認
知
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

石井勇人（いしい・はやと）　岐阜県出
身。東大文学部卒、1981年に社団法
人共同通信社入社、編集委員室次長な
どを経て2019年9月から株式会社共同
通信社取締役（22年6月まで）兼アグリ
ラボ所長。15年から19年に「農政ジャー
ナリストの会」会長。

関根佳恵（せきね・かえ）　神奈川県出身。
2011年京大大学院経済学研究科博士後期
課程修了。博士(経済学)。16年愛知学院大
学経済学部准教授。18年に国連食糧農業機
関(FAO)客員研究員。19年に設立した家族農
林漁業プラットフォーム・ジャパン常務理事。22
年より現職。

料
サ
ミ
ッ
ト
で
、「
す
べ
て
の
人
が
、
安
全
で

栄
養
の
あ
る
食
料
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
利
」

と
し
て「
食
料
へ
の
権
利
」が
再
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
国
際
農
民

組
織
の
ラ
・
ビ
ア
・
カ
ン
ペ
ジ
ー
ナ
が
、
さ

ら
に
踏
み
込
ん
で「
食
料
主
権
」を
提
唱
し

て
い
ま
す
。
農
業
者
、
と
り
わ
け
家
族
経

営
の
小
農
業
者
ら
が
、
農
業
と
食
料
の
あ

り
方
を
自
分
た
ち
で
決
定
し
た
い
と
い
う
願

い
で
す
。

　
一
方
、
日
本
政
府
は
、
食
料
安
全
保
障
を

明
示
的
に
定
義
し
て
い
ま
せ
ん
。
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
が「
食
料
の
安
定
供
給
の

確
保
」（
2
条
）に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
だ
け
で

す
。「
食
料
へ
の
権
利
」や「
食
料
主
権
」が「
ア

ク
セ
ス（
接
近
）」と
い
う
消
費
者
目
線
を
起

点
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
政
府
の
姿

勢
は「
供
給
」と
い
う
上
か
ら
目
線
で
、
個
人

や
家
庭
の
食
生
活
へ
の
目
配
り
が
不
十
分
な

の
で
す
。

農
業
と
食
料
の
あ
り
方
を
問
う

「
食
料
主
権
」「
食
料
へ
の
権
利
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

6

JA
 Z

ennoh W
eekly

特　

  

集

2022 10.31 vol.1016



安
全
・
安
心
だ
け
で
な
く
、
持
続
可
能
性
に

対
す
る
意
識
の
高
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

日
本
の
動
き
は
欧
米
な
ど
と
比
べ
る
と
大
き

く
遅
れ
て
い
ま
す
。
良
い
食
材
を
手
に
入
れ

た
い
消
費
者
の
思
い
が「
権
利
」と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　
国
際
的
に
は
、
1
9
9
6
年
の
世
界
食

連
載 

食
料
へ
の
権
利
と
農
業

共
同
通
信
ア
グ
リ
ラ
ボ
所
長

　石
井
勇
人

個
人
や
家
庭
の
目
線
で
考
え
た
い
食
料・農
業

持
続
可
能
性
へ
の
意
識
高
ま
り

有
機
農
産
物
が
人
気
に

　
早
朝
の
開
店
と
同
時
に
、
野
菜
め
が
け
て

ダ
ッ
シ
ュ
―
―
こ
ん
な「
争
奪
戦
」が
毎
週
繰
り

広
げ
ら
れ
る
市
場
が
あ
り
ま
す
。
有
機
農
産

物
に
特
化
し
た「
オ
ア
シ
ス
21 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
朝
市
村
」（
名
古
屋
市
）で
す
。

　「
売
り
切
れ
御
免
」の
た
め
、
開
店
前
か
ら

40
〜
50
人
が
入
り
口
に
並
び
ま
す
。
会
場
は

繁
華
街
の
栄
の
中
心
部
。
地
下
鉄
で
来
場
す

る
人
も
多
く
、
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
持
参
す

る
人
も
目
立
ち
ま
す
。

　
愛
知
、
岐
阜
、
長
野
、
静
岡
、
三
重
の
5

県
か
ら
メ
ン
バ
ー
60
戸
の
う
ち
、
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
農
産
物
が
そ
ろ
う
農
家
12
〜
25
戸
が
参

加
。
直
接
対
面
販
売
し
、
栽
培
方
法
な
ど
を

消
費
者
に
説
明
す
る
こ
と
が
出
店
条
件
で
す
。

生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。
も
う
一
つ
の
特
長
は
、「
有
機
で
の
新

規
就
農
相
談
コ
ー
ナ
ー
」が
併
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
朝
市
村
の
農
家
で
研

修
を
受
け
た
40
人
が
新
規
就
農
し
ま
し
た
。

　
朝
市
村
が
誕
生
し
た
の
は
2
0
0
4
年
。

出
店
農
家
10
戸
、
来
客
1
0
0
人
程
度
で

隔
週
開
催
で
し
た
が
、
現
在
は
毎
週
土
曜
の

午
前
８
時
半
か
ら
11
時
半
ま
で
の
定
期
開
催

で
約
5
0
0
〜
6
0
0
人
が
訪
れ
ま
す
。「
こ

ん
な
に
大
き
く
育
つ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」と

〝
村
長
〞の
吉
野
隆
子
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
名
古
屋
代
表
。

　
有
機
農
産
物
の
人
気
の
背
景
に
は
、
食
の

4

　
現
地
事
例
や
識
者
の
見
解
を
も
と
に
、「
食
料
へ
の
権
利
と
農
業
」に
は
何
が
必
要

か
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
。
第
４
回
は
共
同
通
信
ア
グ
リ
ラ
ボ
所
長
の
石
井
勇
人
さ
ん

と
、
個
人
や
家
庭
の
目
線
で
食
料
・
農
業
を
考
え
ま
す
。

名
古
屋
の
繁
華
街
で
成
長
し
た

有
機
農
産
物
の
朝
市
村

工
業
的
農
業
か
ら
生
態
系
を
維
持
発
展
す
る
シ
ス
テ
ム
へ

関
根
佳
恵
愛
知
学
院
大
学
教
授
に
聞
く

オアシス21 オーガニックファーマーズ朝市（名古屋市栄）の開店同時にダッシュする来場者（2022年
10月1日、筆者撮影）

―
規
模
拡
大
や
企
業
の
参
入
、
貿
易
自

由
化
や
規
制
緩
和
で
効
率
的
な
農
業
経
営

を
目
指
す
政
府
の
農
業
政
策
を
ど
う
評
価

し
ま
す
か
。

　
国
際
的
な
潮
流
と
し
て
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
S
D
G
s
）、
小
規
模
農
業
・

家
族
農
業
へ
の
支
援
、
生
態
系
と
調
和
し

た
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー（
農
業
生
態
学
・
生

態
農
業
）の
促
進
、
伝
統
的
な
技
術
の
再
評

価
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
2
1
年

9
月
の
国
連
食
料
シ
ス
テ
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

多
国
籍
企
業
が
食
料
安
全
保
障
を
実
現
す

る
た
め
に
、
精
密
農
業
、
デ
ー
タ
収
集
、
ゲ

ノ
ム
編
集
な
ど
遺
伝
子
工
学
の
重
要
性
を

強
調
し
た
の
に
対
し
、
市
民
団
体
や
科
学

者
ら
が
反
対
声
明
を
出
し
、
多
国
籍
企
業

主
導
の
工
業
的
ス
マ
ー
ト
農
業
を
批
判
し
ま

し
た
。

―
飢
餓
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
効
率

的
な
農
業
で
増
産
す
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
は
。

　
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
が
非
効
率
的
だ
と
い

う
の
は
誤
解
で
す
。
生
産
性
を「
労
働
生
産

性
」
と「
土
地
生
産
性
」だ
け
で
評
価
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、「
資
源
投
入
」
と「
社

会
性
」を
尺
度
に
加
え
て
評
価
す
る
と
、
工

業
的
な
農
業
の
生
産
性
が
高
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
し
、
雇
用
創
出
、

地
域
の
生
活
条
件
の
改
善
の
面
で
も
優
れ
て

い
ま
す
。
資
源
を
浪
費
す
る
工
業
的
農
業

か
ら
、
生
態
系
を
維
持
発
展
す
る
シ
ス
テ
ム

へ
の
転
換
こ
そ
、
持
続
可
能
な
農
と
食
の
あ

り
方
で
す
。
ま
た
、
国
際
的
な
実
証
実
験

か
ら
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
土
地
生
産
性

は
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

―
日
本
で
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
普
及
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
有
機
農
産
物
の
直
売
と
新
規
就
農
相
談

の
接
点
と
な
っ
て
い
る
名
古
屋
市
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
朝
市
村
や
、
小
規
模

農
家
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
愛
知
県

豊
田
市
と
J
A
あ
い
ち
豊
田
の「
農
ラ
イ
フ

創
生
セ
ン
タ
ー
」、
石
川
県
羽
咋
市
と
J
A

は
く
い
の「
の
と
里
山
農
業
塾
」、
学
校
給

食
の
食
材
の
有
機
化
を
推
進
す
る
千
葉
県

い
す
み
市
な
ど
、
各
地
で
地
に
足
が
着
い
た

活
動
が
続
々
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
の
オ
ラ
ン
ド
政
権
は
2
0
1
4
年
に「
農

業
、
食
料
及
び
森
林
の
将
来
の
た
め
の
法

律
」を
制
定
し
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
推

進
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
マ
ク
ロ

ン
政
権
も
こ
の
方
針
を
踏
襲
し
、
農
業
省

を「
農
業
・
食
料
主
権
省
」に
改
め
、
食
や

農
の
あ
り
方
を
当
事
者
が
自
分
で
決
め
る

「
権
利
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
姿
勢
を
明
確

に
し
ま
し
た
。
日
本
で
も「
食
料
へ
の
権
利
」

や「
食
料
主
権
」が
幅
広
く
認
知
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

石井勇人（いしい・はやと）　岐阜県出
身。東大文学部卒、1981年に社団法
人共同通信社入社、編集委員室次長な
どを経て2019年9月から株式会社共同
通信社取締役（22年6月まで）兼アグリ
ラボ所長。15年から19年に「農政ジャー
ナリストの会」会長。

関根佳恵（せきね・かえ）　神奈川県出身。
2011年京大大学院経済学研究科博士後期
課程修了。博士(経済学)。16年愛知学院大
学経済学部准教授。18年に国連食糧農業機
関(FAO)客員研究員。19年に設立した家族農
林漁業プラットフォーム・ジャパン常務理事。22
年より現職。

料
サ
ミ
ッ
ト
で
、「
す
べ
て
の
人
が
、
安
全
で

栄
養
の
あ
る
食
料
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
利
」

と
し
て「
食
料
へ
の
権
利
」が
再
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
国
際
農
民

組
織
の
ラ
・
ビ
ア
・
カ
ン
ペ
ジ
ー
ナ
が
、
さ

ら
に
踏
み
込
ん
で「
食
料
主
権
」を
提
唱
し

て
い
ま
す
。
農
業
者
、
と
り
わ
け
家
族
経

営
の
小
農
業
者
ら
が
、
農
業
と
食
料
の
あ

り
方
を
自
分
た
ち
で
決
定
し
た
い
と
い
う
願

い
で
す
。

　
一
方
、
日
本
政
府
は
、
食
料
安
全
保
障
を

明
示
的
に
定
義
し
て
い
ま
せ
ん
。
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
が「
食
料
の
安
定
供
給
の

確
保
」（
2
条
）に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
だ
け
で

す
。「
食
料
へ
の
権
利
」や「
食
料
主
権
」が「
ア

ク
セ
ス（
接
近
）」と
い
う
消
費
者
目
線
を
起

点
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
政
府
の
姿

勢
は「
供
給
」と
い
う
上
か
ら
目
線
で
、
個
人

や
家
庭
の
食
生
活
へ
の
目
配
り
が
不
十
分
な

の
で
す
。

農
業
と
食
料
の
あ
り
方
を
問
う

「
食
料
主
権
」「
食
料
へ
の
権
利
」

イ
ン
タ
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全農ライフサポート山形

　山形名物「いも煮」の季節がやってきました。山形では
しょうゆ味をベースにサトイモや牛肉などを鍋で煮込み、家
族や友人たちと河原に集っていも煮を楽しみます。
　そんな山形の秋の風物詩をご自宅でも手軽に満喫でき
るのが、こちらの「いも煮セット」。作り方のレシピも付けるの
で調理も安心。お好みでゴボウや豆腐などの具材を追加し
たり、余ってしまったときはカレー粉を入れたり、うどんを煮
たりとさまざまなバリエーションで楽しむことができます。
※写真はイメージです。鍋・しゃもじは付きません。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

JA全農提供　BS朝日（BS５チャンネル）
俳優工藤阿須加さんが農家へ転身した様 な々人の“就農のリアル”に迫ります！
毎週水曜22:00～22:30放送

JA全農のインターネットショッピングモール

ご注文は
こちらから山形いも煮セット（3～4人分）……4980円（税込み）

休刊のお知らせ
11月7日号は休刊いたします。
次は11月14日号です。

お楽しみください。
　また、長野県産リンゴは全農が運営する産地直送通販サイ
トＪＡタウン「僕らはおいしい応援団」でも購入できます。

　長野県は、昼夜の寒暖差や日照時間に恵まれ、全国でもトッ
プクラスの生産量を誇るリンゴをはじめ、さまざまな果物が四季
を通じて栽培される、まさに果物の宝庫です。
　今回のフェアでは、濃い赤色が美しく甘みと酸味のバランス
が良い「秋映」、果汁が多く酸味が少ない甘さが特徴の「シナ
ノスイート」、鮮やかな黄色でパリッとした食感の「シナノゴール
ド」の３品種のリンゴをぜいたくに使用したパフェやスムージー
などの限定メニューを提供します。
　長野県が誇る「りんご三兄弟」を使用した自慢のスイーツを

　全農は１０月２８日～１１月８日の間、東京都と福岡県内の直営飲
食店舗（３店舗）で「長野県産りんご三兄弟フェア」を開催します。

　 【長野県本部・園芸部・フードマーケット事業部】

「くだもの王国長野」の秋の味覚を食べ比べ

全農直営飲食店舗で「長野県産りんご三兄弟フェア」を開催

【メニュー提供概要】

2022年10月28日（金）～11月8日（火） みのりカフェ 三越銀座店
みのる食堂 三越銀座店
みのりカフェ アミュプラザ博多店

期 間 実施店舗
※11月3～5日は店頭でリンゴを販売します（数量限定）。

ショップは
こちら

店舗詳細は
こちら

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント
応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは11月5日の放送で
ランキング1位の曲が発表されるま
でです。

JAタウン
ショップ名 あつめて、兵庫。

こちらの商品はＪＡタウンからご購入いただけます。

※「りんご三兄弟」はJA全農長野の登録商標です。
左から「秋映」「シナノゴールド」「シナノスイート」の長野県産「りんご三兄弟」

あきばえ

　11月5日放送では、「（特別栽培米）コウノトリ育むお米 5㌔」を3名様にプレゼントします。
　「コウノトリ育むお米」は、カエルやドジョウなど、田んぼに住む生きものが育
つ環境づくりに取り組み、生態系や自然に配慮した農法で栽培・収穫された
「コシヒカリ」です。できる限り自然のままを追求した安全・安心の田んぼで、
生産者が愛情を注いだ「人と自然にやさしいお米」、コウノトリと人、すべての
生きものにやさしいお米です。ぜひご賞味ください。
　また、ＪＡタウンギフトカード5000円分を1名様にプレゼントします。

　【広報・調査部】
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